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これまで鉄道、船、橋、缶、車などを
テーマに特集を組んできました。
右記二次元コードよりバックナンバーを
ご覧いただけます。

読者アンケートはWEBでも
受け付けています。広報誌 無料で定期送付します広報誌 バックナンバー

Nwes Clip日本製鉄グループの動き

ご希望の方は右記二次元コードより
お申し込みください。 右記二次元コードより

アクセスしてください。
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2050年度までに
実装を完了2022年度より試験開始

2025年度下期より
君津第2高炉での実機実証開始2008年度より試験開始

研究開発

パイロットプラント検証

昭和電工、日本製鉄、千葉大学
前処理プロセス開発

昭和電工、日本製鉄、名古屋大学
基本プロセス開発

昭和電工、京都大学
日本製鉄、北海道大学、大分大学

分離剤改良

昭和電工
プロセススケールアップ

CO2, N2ほか CO2, N2ほか 製品：CO2

H2O,NOx,SOxほか
分離剤劣化ガス

成形

分離・回収セクション

分離剤(吸着塔に充填)

前処理
セクション

吸着塔

•••
前段設備

•••
後段設備

昭和電工
分離剤量産技術開発

昭和電工
CO2分離回収(石化系ガス)

昭和電工
化学品製造

日本製鉄
CO2分離回収(鉄鋼系ガス)

日本製鉄、大阪大学
成形技術開発

CO2

容器用鋼板で国内初の「FSSC22000」認証を取得

昭
和
電
工（
株
）と
日
本
製
鉄
、
6
つ
の
国
立
大
学（
※
1
）が
共
同
し
て
進
め
る
事
業（
※
2
）が
、

国
立
研
究
開
発
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構（
N
E
D
O
）の「
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
事
業
」（
※
3
）に
採
択
さ
れ
、
10
月
よ
り
技
術
開
発
を
本
格
始
動
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
両
社
お
よ
び
大
学
が
持
つ
技
術
を
使
っ
て
、
低
圧
・
低
濃
度（
大
気
圧
・
C
O
２

濃
度
10
％
以
下
）の
排
出
ガ
ス
か
ら
効
率
的
に
C
O
2

を
分
離
・
回
収
す
る
も
の
で
、
1
ト
ン

あ
た
り
2
0
0
0
円
台
と
い
う
画
期
的
な
低
コ
ス
ト
実
現
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
2
0
3
0
年

代
後
半
の
社
会
実
装
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

革
新
的
な
C
O
2
分
離
技
術
の
社
会
実
装
の
た
め
に
、
昭
和
電
工
と
日
本
製
鉄
は
、
そ
れ
ぞ

れ
が
独
自
に
開
発
し
て
き
た
分
離
剤
の
技
術
を
融
合
さ
せ
、
低
コ
ス
ト
か
つ
分
離
時
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
抑
え
、
排
出
ガ
ス
か
ら
低
濃
度
C
O
2
を
効
率
的
に
分
離
す
る
革
新
的
な
分
離

剤
の
開
発
と
そ
の
社
会
実
装
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
6
つ
の
国
立
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

共
創
を
通
じ
て
、
早
期
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
こ
の
た
び「
エ
コ
カ
ー
駆
動

モ
ー
タ
ー
向
け
の
無
方
向
性
電
磁
鋼
板
の
生
産

設
備
資
金
、
研
究
開
発
費
、
そ
の
他
関
連
支
出
」

に
要
す
る
資
金
の
一
部
を
調
達
す
る
た
め
、
国

内
市
場
に
お
い
て
公
募
形
式
に
よ
る
グ
リ
ー
ン

ボ
ン
ド（
無
担
保
普
通
社
債
）の
発
行
を
決
定
し
、

2
月
9
日
に
、
本
発
行
に
向
け
社
債
の
訂
正
発

行
登
録
書
を
関
東
財
務
局
に
提
出
し
ま
し
た
。

日
本
製
鉄
は
、
低
鉄
損
・
高
磁
束
密
度
・
高

強
度
と
い
う
背
反
関
係
に
あ
る
特
性
の
両
立
が

求
め
ら
れ
る
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
材
を
、
他
社
に
先

駆
け
て
開
発
し
、
長
年
に
わ
た
り
エ
コ
カ
ー
向

け
に
安
定
的
に
供
給
し
て
き
ま
し
た
。
本
件
資

金
調
達
に
よ
る
需
要
拡
大
と
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
化

へ
の
対
応
は
、
気
候
変
動
問
題
へ
の
取
り
組
み

の
よ
り
一
層
の
推
進
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く

り
へ
貢
献
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
と
三
菱
商
事（
株
）とExxonM

obil 
A

sia Pacific Pte. Ltd.（
エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
）

は
、こ
の
た
び
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・
貯
留（
Ｃ
Ｃ
Ｓ（
※
））、

お
よ
び
Ｃ
Ｃ
Ｓ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向

け
た
共
同
検
討
に
関
す
る
覚
書
を
1
月
25
日
に

締
結
し
ま
し
た
。

本
覚
書
に
基
づ
き
、
3
社
は
日
本
製
鉄
の
国

内
製
鉄
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
に
関

す
る
調
査
や
必
要
な
設
備
開
発
の
評
価
を
行
い
、

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
に
よ
る
海
外
ア
ジ
ア
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
圏
で
の
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
先
の
調
査
、
三
菱

商
事
に
よ
る
海
外
へ
の
Ｃ
Ｏ
２
輸
送
お
よ
び
Ｃ
Ｃ

Ｓ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
た
評
価
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
で
の
Ｃ
Ｏ
２
回
収
・

海
外
で
の
Ｃ
Ｏ
２
貯
留
に
関
す
る
Ｃ
Ｃ
Ｓ
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
構
築
の
具
体
的
な
検
討
は
世
界
で
初

め
て
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
日
本
製
鉄
は
、Ｃ
Ｃ
Ｓ
分
野
に
お
い
て
、

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
以
外
に
も
、
他
社
と
も
積
極

的
に
協
業
を
開
始
し
て
お
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に

向
け
て
、
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

昭和電工・6大学と共同で低濃度CO2分離回収技術開発を本格始動

グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
発
行
を

決
定

海
外
Ｃ
Ｃ
Ｓ
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
に
向
け
た

検
討
に
関
す
る
覚
書
締
結
に
つ
い
て

大
型
高
炉
実
機
を
用
い
た

高
炉
水
素
還
元
の
実
証
試
験
の
開
始
決
定

日
本
製
鉄
は
東
日
本
製
鉄
所
君
津

地
区
の
第
2
高
炉
に
お
い
て
、
製
鉄

所
内
発
生
水
素
を
ベ
ー
ス
と
し
た
水

素
系
ガ
ス
吹
込
み
技
術
の
実
証
試
験

の
実
行
に
入
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
2
0
2
6
年
1
月
か
ら
の
実

証
試
験
開
始
に
向
け
、
水
素
系
ガ
ス

吹
込
み
技
術
の
実
証
設
備
導
入
に
着

手
し
ま
す
。
4
5
0
0
㎥
の
大
型
高

炉
実
機
を
用
い
た
高
炉
水
素
還
元
の

実
証
試
験
は
、
世
界
的
に
み
て
も
初

め
て
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
な
り

ま
す
。

「
高
炉
水
素
還
元
」で
は
、
高
炉

内
の
温
度
制
御
・
還
元
反
応
制
御

が
技
術
開
発
要
素
と
な
っ
て
お
り
、

２
０
０
８
年
よ
り
、
東
日
本
製
鉄

所
君
津
地
区
構
内
のCO

U
RSE

50

試
験
炉（
12
㎥
）で
こ
の
技
術
開
発

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
本

開
発
と
並
行
し
て
、
外
部
水
素
も

用
い
て
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る

SuperCO
U

RSE

50
技
術
を
開
発
中

で
あ
り
、
今
般
の
実
証
試
験
成
果
も

あ
わ
せ
て
、２
０
５
０
年
度
ま
で
に
、

大
型
高
炉
で
のSuperCO

U
RSE

50

技
術（
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
50
％
削
減
）を

確
立
し
ま
す
。

日
本
製
鉄
の
九
州
製
鉄
所
は
、
飲
料
缶
や
食
缶
の
素
材

で
あ
る
容
器
用
鋼
板（
ブ
リ
キ
、
Ｔ
Ｆ
Ｓ
、
キ
ャ
ン
ラ
イ
ト

な
ど
）で
、
食
品
安
全
に
関
す
る
国
際
的
な
基
準
で
あ
る

「FSSC22000

」（
※
１
）の
認
証
を
、
鉄
鋼
業
と
し
て
日
本
で

初
め
て
取
得
し
ま
し
た
。

FSSC22000

は
非
営
利
団
体「
Ｇ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
」（
※
２
）に
よ

り
食
品
安
全
の
認
証
ス
キ
ー
ム
と
し
て
承
認
さ
れ
た
国
際

規
格
で
あ
り
、「
消
費
者
に
安
全
な
食
品
を
提
供
す
る
事

を
目
的
と
し
た
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」

を
要
求
事
項
と
し
て
定
め
て
い
ま
す
。

日
本
製
鉄
は
、
こ
う
し
た
動
き
が
世
界
的
に
加
速
し
、

客
観
的
な
評
価
の
必
要
性
が
高
ま
る
と
の
認
識
か
ら
、フ
ー

ド
チ
ェ
ー
ン
の
一
翼
を
担
う
立
場
と
し
て
製
造
・
製
品

管
理
レ
ベ
ル
の
向
上
に
取
り
組
み
、
当
該
規
格
を
取
得
。

今
後
は
容
器
用
鋼
板
の
他
の
製
造
拠
点
に
お
い
て
も
当
該

規
格
の
早
期
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

※1  FSSC: Food Safety System Certification の略称。｢食品安全システム認証｣
※2  GFSI：Global Food Safety Initiative の略称。「国際食品安全イニシアチブ」食品安全の

専門家が集まり、世界規模で食品安全を改善する活動に取り組んでいる非営利団体。
※3  DNV：DNVビジネス・アシュアランス・ジャパン株式会社（兵庫県神戸市）　　　　　

全世界で認証サービスを提供する民間のFSSC22000審査登録機関。

※1　6つの国立大学：大分大学、大阪大学、京都大学、
千葉大学、名古屋大学、北海道大学

※2　正式名は「工場排ガス等からの中小規模 CO2

分離回収技術開発・実証／革新的分離剤によ
る低濃度CO2分離システムの開発」で、採択は
2022年5月。

※3　正式名は「グリーンイノベーション基金事業／
CO2の分離回収等技術開発プロジェクト」。

本プロジェクトにおける研究開発の分担

2050年　高炉水素還元へのプロセス

＊CCS：Carbon Capture and Storageの略。

DNV※3   前田直樹 代表取締役社長（右）、
 日本製鉄  三好忠滿ブリキ・電磁鋼板営業部長（左）


